
衆
院
の
圧
倒
的
多
数
を
占

め
た
高
市
政
権
・
自
民
党
。
し

か
し
、
国
民
と
の
関
係
で
は
深

い
矛
盾
を
幾
重
に
も
抱
え
て
い

ま
す
。
憲
法
、
大
軍
拡
、
消
費

税
、
社
会
保
障
で
見
る
。
高
市

政
権
の
弱
さ
と
も
ろ
さ
と
は
。

高
市
首
相
は
２
月
９
日
の
記

者
会
見
（
以
下
同
じ
）
で「
少
し

で
も
早
く
憲
法
改
正
の
賛
否

を
問
う
国
民
投
票
が
行
わ
れ

る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う

取
り
組
む
」
と
発
言
。
そ
も
そ

も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
読
売
新
聞
な
ど
が

行
っ
た
投
票
日
８
日
の
出
口
調

査
で
は「
投
票
す
る
際
最
も
重

視
し
た
こ
と
」の
う
ち「
物
価
高

対
策
・
経
済
政
策
」
が
49
％
。

「
憲
法
改
正
」は
わ
ず
か
３
％
。

改
憲
が
有
権
者
か
ら
白
紙
委

任
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
憲
法
改
正
の
本
丸
で
あ
る

憲
法
へ
の
自
衛
隊
明
記
は
、
日

本
を「
平
和
国
家
」か
ら「
戦
争

国
家
」へと
完
全
に
つ
く
り
変
え

て
し
ま
う
の
が
狙
い
で
す
。
憲

法
へ
の
自
衛
隊
明
記
は
、
単
に

自
衛
隊
を
書
き
込
む
こ
と
で
は

な
く
、
自
衛
隊
の
存
在
を
憲

法
上
認
め
た
う
え
、
ア
メ
リ
カ

言
い
な
り
に
海
外
で
無
制
限
に

武
力
行
使
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
危
険
極
ま
り
な
い
も
の

で
す
。
改
憲
は
東
ア
ジ
ア
で
の

軍
事
的
緊
張
を
際
限
な
く
高

め
る
だ
け
で
す
。
今
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
憲
法
９
条
を
生
か

し
た
平
和
外
交
に
全
力
を
尽

く
す
こ
と
で
す
。

高
市
首
相
の
言
う「
国
民
か

ら
信
任
を
い
た
だ
い
た
」
と
正

当
化
し
た「
重
要
な
政
策
転
換
」

の
一
つ
は「
安
全
保
障
政
策
の

抜
本
的
強
化
」
で
す
。
念
頭
に

あ
る
の
は
、
年
内
に
安
保
３
文

書
を
改
定
し
ト
ラ
ン
プ
米
政

権
の
要
求
に
応
え
た
一
層
の

大
軍
拡
を
目
指
す
こ
と
。
２
０

２
２
年
の
安
保
３
文
書
の
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
２
％
で
は

飽
き
足
ら
ず
ト
ラ
ン
プ
政
権
は

１
月
公
表
の「
国
家
防
衛
戦
略
」

で
軍
事
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
５
％

に
す
る
よ
う
同
盟
国
に
要
求
。

こ
う
し
た
米
国
の
要
求
を
背

景
に
高
市
政
権
は「
２
％
」
を

決
め
た
安
保
３
文
書
を
改
定

す
る
方
針
で
す
。
す
で
に
ト
ラ

ン
プ
政
権
は
昨
年
日
本
政
府

に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
３
・
５
％
を
要
求
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
３
・
５
％
に
す
れ
ば
21

兆
円
。
５
％
に
な
れ
ば
軍
事
費

は
現
在
の
11
兆
円
か
ら
30
兆

円
へと
法
外
な
規
模
に
膨
れ
上

が
り
ま
す
。
し
か
も
調
達
す
る

の
は
敵
基
地
攻
撃
用
ミ
サ
イ
ル

で
あ
り
、「
長
期
戦
」
（
高
市
首

相
）
に
備
え
た
各
種
兵
器
な
ど
。

ま
さ
に「
戦
争
す
る
国
家
」
へ
の

暴
走
で
す
。

「
憲
法
に
基
づ
く
平
和
主
義
の

形
骸
化
や
国
民
の
負
担
増
、

人
権
制
約
に
つ
な
が
る
よ
う
な

政
策
を
、
与
党
の『
数
の
力
』
で

押
し
切
る
こ
と
な
ど
到
底
、
許

容
で
き
な
い
」
（
中
日
新
聞
社

説
９
日
付
）と
メ
デ
ィ
ア
か
ら
批

判
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

物
価
高
で
国
民
の
暮
ら
し
が

苦
し
さ
を
増
す
な
か
、
総
選
挙

で
は
自
民
党
を
含
む
各
党

（「
チ
ー
ム
み
ら
い
」
を
除
く
）
が
、

何
ら
か
の
形
で
の
消
費
税
減
税

や
廃
止
を
公
約
。
総
選
挙
中

の
世
論
調
査
で
も
約
７
割
が
消

費
税
の
減
税
・
廃
止
を
求
め
て

い
ま
す
。
高
市
首
相
は「
（与
野

党
で
設
置
す
る
）『
国
民
会
議
』

で
検
討
を
進
め
て
い
く
」
と
表

明
。
国
民
会
議
も「
『
給
付
付

き
税
額
控
除
』に
賛
同
す
る
野

党
に
声
を
か
け
て
設
置
す
る
」

と
発
言
。
し
か
し
、「
給
付
付
き

税
額
控
除
」
と
の
抱
き
合
わ
せ

で
は
、
議
論
を
先
延
ば
し
す
る

だ
け
で
す
。「
給
付
付
き
税
額

控
除
」
の
実
施
は
新
た
な
増
税

の
布
石
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

消
費
税
減
税
に
つ
い
て
、
国
会

で
堂
々
と
議
論
す
べ
き
で
す
。

ま
た
消
費
税
減
税
に
は
き
ち

ん
と
し
た
財
源
を
示
す
こ
と
が

必
要
で
す
。
日
本
共
産
党
は

大
株
主
に
対
す
る
所
得
税
優

遇
の
是
正
な
ど「
タ
ッ
ク
ス
・ザ
・

リ
ッ
チ
」を
提
案
し
て
い
ま
す
。

高
市
政
権
は
、「
医
療
費
４

兆
円
削
減
」
を
掲
げ
る
日
本

維
新
の
会
と
の
合
意
に
基
づ
き
、

患
者
負
担
増
な
ど
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

自
民
と
維
新
は
昨
年
末
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
（
市
販
薬
と
似
た

効
能
の
保
険
薬
）
の
薬
剤
費
の

４
分
の
１
を「
特
別
の
料
金
」
と

し
て
患
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と

で
合
意
。
26
年
度
中
に
行
う

と
し
て
い
ま
す
。
窓
口
３
割
負

担
の
人
は
、
３
割
負
担
と「
特

別
の
料
金
」
を
あ
わ
せ
て
計
５

割
負
担
に
跳
ね
上
が
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
薬
は
、
解
熱
鎮

痛
薬
や
花
粉
症
の
治
療
薬
、

皮
膚
疾
患
の
保
湿
剤
な
ど
77

成
分
・
約
１
１
０
０
品
目
。
自

民
・
維
新
合
意
で
は
、
27
年
度

以
降
、
対
象
範
囲
を
拡
大
し
、

「
特
別
の
料
金
」
の
引
き
上
げ

も
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
る
で
、
病
気
に
対
す
る
“
罰

金
”
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、

薬
剤
費
の
患
者
負
担
増
の
改

悪
に
反
対
し
ま
す
。

医
療
費
の
月
ご
と
の
負
担
額

に
上
限
を
設
け
た
高
額
療
養

費
制
度
。
自
民
党
政
権
は
昨

年
の
通
常
国
会
に
患
者
負
担

増
案
を
出
し
ま
し
た
が
、
患
者
・

家
族
を
は
じ
め
反
対
の
声
が
大

き
く
広
が
り
、
凍
結
に
追
い
込

ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
市

政
権
は
昨
年
末
、
新
た
な
患

者
負
担
増
案
を
決
定
。
年
収

約
６
５
０
万
～
約
７
７
０
万
円

の
場
合
、
月
８
万
１
０
０
円
を

今
年
８
月
か
ら
８
万
５
８
０
０

円
に
、
来
年
８
月
か
ら
11
万
４

０
０
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。
70

歳
以
上
の
外
来
医
療
費
の
上

限
額
は
、
住
民
税
非
課
税
で

月
８
千
円
。
こ
れ
を
今
年
８
月

か
ら
１
万
１
０
０
０
円
に
、
来
年

８
月
か
ら
１
万
３
０
０
０
円
に

引
き
上
げ
ま
す
。
（
非
課
税
の

う
ち
一
定
所
得
以
下
は
８
千

円
に
据
え
置
き
）

日
本
共
産
党
は
、
高
額
療
養

費
の
負
担
増
案
の
復
活
を
許

さ
ず
、
改
悪
部
分
の
撤
回
を

要
求
し
て
い
ま
す
。

（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
２
月

22
日
号
参
考
）
（Ｔ
・Ｏ
）
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け
や
き
の
風

「
ア
メ
リ
カ
を
再
び
偉

大
に
」
を
真
似
し
高
市

氏
は
「
日
本
列
島
を
強

く
豊
か
に
」
と
い
い
、

強
い
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
「
中

国
に
ケ
ン
カ
を
売
る
」
な
ど

の
振
る
舞
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

も
学
び
「
高
市
推
し
活
」
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
動
画
を
拡
散
、
再
生

回
数
が
１
億
５
千
万
回
、
３

億
円
を
つ
か
う
。
結
果
高
市

自
民
党
の
圧
勝
３
１
６
議
席

▼
10
～
20
代
の
青
年
の
意
識

調
査
で
「
将
来
幸
せ
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
か
」
の
問
い

に
「
そ
う
思
う
」
の
回
答
は

22
％
、
米
・
独
・
仏
・
ス
エ
ー

デ
ン
い
ず
れ
も
40
％
近
い
、

「
幸
福
は
自
分
の
努
力
に
よ
っ

て
手
に
入
る
も
の
と
思
う
か
」

の
問
い
に
は
「
そ
う
思
う
」

米
・
独
・
仏
・
ス
エ
ー
デ
ン

は
37
％
、
な
の
に
日
本
は
わ

ず
か
17
％
。
努
力
し
て
も
人

生
は
開
け
な
い
と
絶
望
す
る

青
年
▼
「
夢
も
希
望
も
も
て

な
い
青
年
」
を
そ
れ
ほ
ど
に

増
や
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、

小
泉
構
造
改
革
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
と
続
く
自
民
党
政
治
。

小
泉
改
革
で
は
製
造
業
ま
で

非
正
規
を
導
入
。
青
年
の
６

割
が
平
均
年
収
入
２
０
０
万

円
の
非
正
規
。
▼
１
９
９
０

年
代
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
年
収

は
日
本
と
同
じ
な
の
に
今
で

は
日
本
の
１
・
８
倍
。
「
資

源
は
人
材
に
し
か
な
い
」
と

の
国
家
政
策
の
も
と
大
学
・

大
学
院
、
職
業
訓
練
校
な
ど

の
成
人
教
育
費
は
す
べ
て
無

償
。
質
の
高
い
労
働
で
産
業

競
争
力
は
世
界
一
。
「
青
年

に
夢
を
売
る
こ
と
で
は
な
く
」

デ
ン
マ
ー
ク
の
よ
う
に
「
人

材
育
成
へ
の
抜
本
的
な
投
資
」

だ
と
私
は
思
う
（
Ｓ
・
Ａ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野里

080-5646-9147

鈴木 7139-3421

高
市
政
権
の
危
険
な
行
き
先

自
衛
隊
明
記

海
外
で

武
力
行
使
無
制
限

ト
ラ
ン
プ
い
い
な
り
軍

事
費
30
兆
円
も

減
税
法
案
も
出
さ
ず
国

会
議
論
も
先
延
ば
し

患
者
負
担
大
幅
増

ま

る
で
病
気
へ
の
“
罰
”

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

高
額
療
養
費

憲法守れ2/27首相官邸前デモ
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指
針
と
し
日
々
読
む
新
聞
休
刊
日
は

解
放
感
に
ホ
ッ
と
も
し
お
り

七
丁
目

山
野

美
津

「
技
能
実
習
生
」
に
支
え
ら
れ
し
列
島
に

日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
の
輩
は
び
こ
る

五
丁
目

鈴
木

明

非
戦
へ
と

促
し
舞
へ
る

今
朝
の
雪
（
２
月
８
日
）

三
丁
目

松
永
美
穂
子

福
寿
草

五
株
そ
ろ
い
て

庭
に
咲
き

七
丁
目

山
里

歩

夢
を
売
り

希
望
も
売
っ
て

大
勝
利

五
丁
目

一
言
有
三

三
月
一
日
午
後
十
二
時
十

七
分
湖
北
台
駅
を
発
っ
て
、

日
暮
里
経
由
で
大
泉
学
園
駅

を
降
り
て
約
徒
歩
五
分
の
と

こ
ろ
に
あ
る
庭
園
を
訪
ね
ま

し
た
。
牧
野
富
太
郎
博
士
に

つ
い
て
は
、
朝
ド
ラ
で
有
名

に
な
り
、
興
味
を
持
っ
た
方

も
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
私
は
朝
ド
ラ
は
見
て

い
ま
せ
ん
が
、
本
屋
で
関
連

す
る
本
を
求
め
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
訪

ね
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
機
会
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
庭
園
を
入
る
と

す
ぐ
ス
エ
コ
ザ
サ
の
名
札
が

目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
園
内

に
は
時
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ

る
ア
カ
マ
ツ
や
ク
ロ
マ
ツ
、

落
葉
樹
も
大
き
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
「
本
園
は
、
植
物

学
者
牧
野
富
太
郎
博
士
が
大

正
十
五
年
か
ら
亡
く
な
る
ま

で
の
三
十
余
年
を
過
ご
し
た

住
居
と
庭
の
跡
地
で
す
」
。

園
内
に
は
「
博
士
に
ゆ
か
り

の
深
い
」
植
物
を
含
め
三
〇

〇
種
類
以
上
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
主
な
も
の
に
は
名
札

が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
び
っ

く
り
し
た
の
は
博
士
が
使
っ

て
い
た
「
書
屋
」

で
ガ
ラ
ス
窓
か
ら

膨
大
な
書
物
が
見

ら
れ
る
こ
と
で
す
。

小
学
校
退
学
で
努

力
を
重
ね
て
「
生

涯
に
発
見
・
命
名

を
し
た
植
物
は
一

五
〇
〇
種
類
以
上
」

と
い
う
偉
業
を
成

し
遂
げ
た
こ
と
に

は
本
当
に
頭
の
下

が
る
思
い
で
す
。

当
日
ユ
キ
ワ
リ
イ

チ
ゲ
、
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
が
咲

い
て
い
ま
し
た
。
入
場
料
は

無
料
で
す
。

（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

練
馬
区
立

牧
野
記
念
庭
園
を
訪
ね
て

(https://jcp-a b
iko.com/ )

我 孫 子 市 議 団
ホ ー ム ペ ー ジ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
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米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
イ

ラ
ン
を
先
制
攻
撃
し
、
大
規

模
な
軍
事
攻
撃
を
開
始
（
２

月
28
日
）
し
た
直
後
の
衆
院

予
算
委
員
会
（
３
月
２
日
）
。

戦
争
を
止
め
る
た
め
に
日
本

は
ど
う
す
る
の
か
ー
。
日
本

共
産
党
の
田
村
智
子
委
員
長

は
高
市
早
苗
首
相
に
、
先
制

攻
撃
は
明
白
な
国
連
憲
章
違

反
だ
と
指
摘
し
、
両
国
に
攻

撃
の
即
時
中
止
を
求
め
る
よ

う
強
く
迫
り
ま
し
た
。
同
日

の
予
算
委
で
こ
う
首
相
に
迫
っ

た
の
は
田
村
氏
だ
け
で
し
た
。

他
国
へ
の
武
力
行
使
の
禁

止
は
国
連
憲
章
・
国
際
法
上

の
大
原
則
。
例
外
的
に
認
め

ら
れ
る
の
は
国
連
安
保
理
決

議
が
あ
る
場
合
と
自
衛
権
を

行
使
す
る
場
合
で
す
。
今
回

の
攻
撃
は
そ
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
ま
せ
ん
。

田
村
氏
は
、
イ
ラ
ン
の
核

兵
器
開
発
は
許
さ
れ
な
い
の

は
当
然
だ
が
、
こ
の
問
題
で

米
国
と
イ
ラ
ン
が
協
議
す
る

さ
な
か
の
一
方
的
な
先
制
攻

撃
は
、
ど
こ
か
ら
み
て
も
無

法
な
行
為
だ
と
批
判
し
ま
し

た
。答

弁
を
し
ぶ
る
首
相
。
代

わ
り
に
答
弁
に
立
っ
た
茂
木

敏
充
外
相
は
「
米
国
と
イ
ス

ラ
エ
ル
は
国
連
憲
章
に
の
っ

と
り
軍
事
行
動
を
し
て
い
る
」

と
、
米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の

代
弁
者
の
よ
う
な
答
弁
に
終

始
し
ま
し
た
。

首
相
は
自
身
の
Ｘ
（
旧
ツ

イ
ッ
タ
ー
）
で
「
先
制
攻
撃
」

だ
と
認
め
な
が
ら
、
「
情
報

が
な
い
。
法
的
評
価
は
控
え

た
い
」
と
一
言
も
米
国
・
イ

ス
ラ
エ
ル
を
批
判
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

田
村
氏
「
主
権
国
家
を
先

制
攻
撃
し
、
国
家
体
制
を
転

覆
さ
せ
る
事
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
戦
後
の
国
際
秩
序
は
崩

壊
す
る
」
と
指
摘
。
戦
争
を

止
め
る
た
め
に
、
先
制
攻
撃

を
行
っ
た
側
に
攻
撃
中
止
を

求
め
る
べ
き
だ
と
強
く
迫
り

ま
し
た
。

（
Ｈ
・
Ｈ
）

先
制
攻
撃
は
国
際
法
違
反

霊
感
商
法
や
高
額
献
金
の

要
求
な
ど
が
社
会
問
題
化
し

た
統
一
協
会
（
世
界
平
和
統

一
家
庭
連
合
）
へ
の
解
散
命

令
請
求
に
つ
い
て
、
東
京
高

裁
は
４
日
、
解
散
を
命
じ
た

東
京
地
裁
決
定
（
２
０
２
５

年
３
月
）
を
支
持
し
、
協
会

側
の
即
時
抗
告
を
棄
却
す
る

決
定
を
し
ま
し
た
。
協
会
側

の
弁
護
士
は
最
高
裁
に
特
別

抗
告
す
る
考

え
を
示
し
ま

し
た
が
、
高
裁
決
定
で
解
散

命
令
の
効
力
が
生
じ
、
清
算

の
手
続
き
が
始
ま
り
ま
す
。

解
散
命
令
が
実
質
的
に
確

定
し
た
こ
と
で
統
一
協
会
は

宗
教
法
人
格
は
失
い
、
税
制

上
の
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。
一
方
で
任

意
団
体
と
し
て
の
活
動
は
認

め
ら
れ
、
政
治
組
織
「
国
際

勝
共
連
合
」
な
ど
の
関
連
団

体
と
活
動
を
続
け
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
（
Ｈ
・
Ｈ
）

米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
を
批
判
で
き
な
い
高
市
首
相

統
一
協
会
高
裁
も
解
散
命
令

清
算
手
続
き
開
始
へ

我
孫
子
新
田
字
白
山
下
に

複
合
施
設
（
レ
ス
ト
ラ
ン

兼
公
衆
浴
場
・
売
店
）
が

２
０
２
８
年
１
月
完
成
予

定
。
温
泉
の
掘
削
作
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

湖
北
台
自
治
会
連
合
会
や

共
産
党
湖
北
台
後
援
会
な

ど
が
市
長
懇
談
会
で
要
求

し
て
い
た
中
央
公
園
の
和

式
ト
イ
レ
が
洋
式
ト
イ
レ

に
な
り
ま
す
。
高
齢
者
も

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

街 の 告 知 板

湖
北
駅
北
口
、
３
５
６
号
沿

い
に
あ
っ
た
古
本
屋
が
三
月

初
め
に
行
っ
た
ら
閉
店
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
と
て
も
残
念

で
す
。

現在のトイレ


